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水色の羽根募金運動

平成 16年 7月 1日

平
成
十
五
年
度
事
業
の
概
要

平
成
十
六
年
度
第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

ぐ

去
る
五
月
十
九
日
（
水
）
、
『
平
成
十

六
年
度
第

一
回
理
事
会
及
び
評
議
員
会
』

が
開
催
さ
れ
、
議
事
に
先
立
ち
副
理
事

長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
我
が
国
の
景
気
観
測
で
は
回
復
に

転
じ
た
と
す
る
も
の
の
株
価
の
乱
高
下

な
ど
、
依
然
と
し
て
低
迷
の
中
に
あ
り

長
期
に
わ
た
る
超
低
金
利
の
影
響
は
財

団
法
人
の
運
営
を
難
し
い
も
の
と
し
て

お
り
ま
す
。
漁
業
界
に
お
い
て
も
申
し

上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。
こ
の

よ
う
な
環
境
の
中
、
平
成
十
五
年
度
の

事
業
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
い
事
業
運
営

を
迫
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
事
業
概
況
は
、

一

億

一
四
六

O
万
円
弱
を
も
っ
て
学
資
給

よだム
宮

。事業の概況

1.学資給与事業

前年度と同様の月額とし（表1参照）、幼児から高校生等までの奨学生428名に

対して合計74,115,000円を給与した。

また、小学校新入生13名に650,000円、中学校新入生31名に930,000円を入学記、

念品として贈呈した。

2.奨学金貸与事業

前年度と同様の月額とし（表2参照）、高校等奨学生25名に4,500,000円、うち

新規採用者6名に入学一時金600,000円を、また、大学等奨学生51名に30,600,000

円、うち新規採用者7名に入学一時金3,200,000円を貸与した。

なお、貸与金返還額は、高校等貸与金23,711,700円、大学等貸与金34,224,000円

であった。

3.育英事業推進事業

漁船海難遺児を励ます全国協議会、同地方協議会及び全国漁協女性部連絡協議

会などの協力を得て、全国各地で行われた各種イベントにおいて募金活動を実施

したほか、県漁連等の育英事業事務担当役職員の参集を得て、事業推進上の諸問

題を検討する「全国漁船海難遺児育英事業事務担当者会議」を実施した。

また、インターネット上にホームページを開設し、広域的に本育英会の現状を

公開している。
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表2 奨学金貸与事業金額表

学区 l月額貸与金｜入学一時金

高校生等 l干15.0001干100,000 

大学生等 l干so.ooo I干500,000以内

学資給与事業金額表表 1

学
生
八

O
名
、
合
計
延
べ
五

O
八
名
を

お
世
話
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
学
資
給

与
奨
学
生
新
規
採
用
者
は
昨
年
度
よ
り

一
二
名
増
加
し
て
、
三
八
名
と
な
り
ま

し
た
。
遺
族
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
誠

に
心
が
痛
む
思
い
で
す
。

募
金
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
下
の

厳
し
い
諸
環
境
の
中
、
七
七
七

O
万
円

余
と
昨
年
度
を
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
偏
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
漁

協
系
統
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
皆
様
に

は
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

に
つ
い
て
は
、
議
案
と
し
て
諮
る
が
、

一
億
円
を
基
本
財
産
に
繰
り
入
れ
、
事

業
基
盤
の
強
化
を
図
り
将
来
に
備
え
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

な
お
、
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
平

成
十
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
案
は
、
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日本財団から学資給与事業に対し8,200,000円の助成

。寄付金・助成金

「第8期漁船海難遺児育英資金募金運動jの4年度にあたる本年度の寄付金は、

71,763,517円であった。また、 「励ましおじ さん・おばさん」奨学資金については、

5,981,500円であった。

なお、前年度に引き続き、

金が交付された。

月額給与金｜入学記念品｜卒業記念品

引 I.0001 一 ｜ 一

¥12. 0001 削， 000

干15.0001 ¥30, 000 

干17,0001 ー

学区

幼児

小学生

中学生

高校生等

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

五
月
十
三
日
（
木
）
、
神
奈
川
県
横
須

賀
市
観
音
崎
公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」

に
て

「第
三
十
四
回
戦
没
・
殉
職
船
員

追
悼
式
』
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
式
典
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
犠

牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
船
員
六

O
，
六

O

七
名
及
び
、
海
難
や
労
働
災
害
に
よ
り

不
幸
に
し
て
殉
職
さ
れ
た
船
員
二
，
八

一
二

名
の
慰
霊
と
海
上
永
遠
の
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
ご
遺
族
並
び
に
（
財
）

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
方
々
に
よ

っ
て
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

亡
き
船
員
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※
数
字
は
平
成
十
六
年
五
月
現
在
の
も

の
で
す
。

兵
庫
県
漁
民
物
故
者

合
同
供
養
祭

六
月
十

一
日
（
金
）
、

二
六
O
名
の

参
列
者
を
迎
え
、

「第
二
十
九
回
兵
庫

県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭
」
が
、

和

歌
山
県
高
野
山
「
兵
庫
県
漁
民
物
故
者

合
同
慰
霊
塔
」

に
て
し
め
や
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
供
養
祭
は
、
県
内
の
漁
業
・
水

産
業
の
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
た
方
々

の
偉
業
を
顕
彰
し
永
代
供
養
す
る
と
と

も
に
、
不
慮
の
災
禍
の
絶
滅
を
祈
念
す

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
、
新
た
に
二
O
六
名
の
尊

霊
が
合
杷
さ
れ
ま
し
た
。

物
故
者
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

ζ愈
第
五
十
四
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

六
月
四
日

（金
）
、
千
葉
県
富
津
市

「
富
津
公
民
会
館
」
に
お
い
て
、
『
第
五

十
四
回
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大

会
」
並
び
に

「海
苔
機
械
資
材
展
示
会
』

（
浅
海
増
殖
研
究
中
央
協
議
会

・
全
国

海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
大
勢
の
参
加
者
が
会
場

に
到
着
し、

展
示
会
場
を
熱
心
に
回
る

中
、
会
場
入
口
に
て
行
っ
た
千
葉
県
漁

連
職
員
並
び
に
本
会
職
員
に
よ
る
募
金

の
呼
び
掛
け
に
対
し
、
多
く
の
皆
様
よ

り
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
A

ア
し
ょ
ん
。

大
会
関
係
者
は
じ
め
千
葉
県
漁
連
職

員
の
皆
様
、
ま
た
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
十
六
年
度

第
一
回
選
考
委
員
会

去
る
五
月
十
一
日
（
火
）
、
『
平
成
十

六
年
度
第

一
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
』

が
開
催
さ
れ
、
「
第

一
回
奨
学
生
出
願

者
（
四
月
二
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校
在
学
の

学
資
給
与
奨
学
生
一
七
名
、
高
校
等
在

学
の
貸
与
奨
学
生
二
名
（
学
資
給
与
金

と
併
願
）
、
大
学
等
在
学
の
貸
与
奨
学

生

一
六
名
、
合
計
三
五
（
実
質
三
三
）

名
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
六

月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

⑨再生紙使用http://www.jf-ne.t.ne.jp/i kuei kai 縄、育英会ホームページ

＊
仲
間
が
た
く
さ
ん
で
き
て
楽
し
い
学

校
生
活
で
す
。
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
大
二
川
村
智
恵
子
）

＊
今
日
ま
で
支
え
て
下
さ
い
ま
し
て
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
社

会
人
と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

（
青
森
県
高
卒
黒
坂
直
美
）

＊
高
校
卒
業
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
か
ら
専
門
学
校
で
楽
し

く
勉
強
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
東
京
都
専
一
西
崎
歩
）

＊
念
願
の
保
育
士
の
仕
事
に
つ
く
こ
と

が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
二
年
間
、
奨
学
金
を
貸
与
し
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
兵
庫
県
短
大
卒
松
尾
仁
美
）

＊
大
学
院
生
と
な
り
、
生
活
リ
ズ
ム

の

変
化
に
現
在
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。

し

か
し
、
た
く
さ
ん
の
時
間
が
与
え
ら
れ
、

学
校
の
授
業
の
他
、
英
語
の
勉
強
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

（
福
岡
県
大
院
一
川
口
昌
和
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（

大

分

県

潰

田

直

人

）

大
四
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付
者
か
ら
の
お
便
U

＊
急
に
暑
く
な
り
ま
し
た
。
山
、
川
、

海
、
人
々
が
無
事
で
あ
る
こ
と
を
願

っ

て
い
ま
す
。

平成 16年 7月 1日

（
埼
玉
県
松
本
安
裕
）

＊
遺
児
の
皆
さ
ん
の
す
こ
や
か
な
御
成

長
を
心
よ
り
御
祈
り
致
し
ま
す
。

（
鹿
児
島
県
福
永
政
子
）

rヘ

平
成
十
六
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

よ

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す

る

「漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協

議
会
（
略
称
・
地
方
協
）
」
等
で
取
り

扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
付
を
含
み
ま

す
。）

〔
三
月
〕

O
北
海
道
マ

＠
本
間
水
産
側

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
l
収
益
金

マ
須

崎
薫
マ
湧
別
漁
協
女
性
部
マ
日
高
地
区

漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
交
流
会
チ

ャ
リ
テ
ィ

l
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
収
益
金

O

岩
手
県
マ
飯
田
芳
正
マ
岩
船
靖
夫
マ
大

森
輝
マ
後
藤
均
マ
佐
々
木
正
則
マ
下
回

田
美
子
マ
鈴
木
愛
子
マ
堀
内
忠
雄
マ

T

O
漁
業
者
集
会
参
加
者
マ
岩
泉
町
役
場

職
員

一
同
マ
秋
さ
け
消
費
拡
大
推
進
協

議
会
マ
沿
岸
漁
船
漁
業
組
合
マ
漁
業
共

済
組
合
マ
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
漁
業

取
締
事
務
所
マ
全
国
海
友
婦
人
会
宮
古

支
部
マ
共
水
連
県
事
務
所
マ
漁
港
漁
村

協
会
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
近
海
漁
船
漁

業
協
会
マ
栽
培
漁
業
協
会
マ
さ
け
・
ま

す
増
殖
協
会
マ
織
笠
イ
ワ
ガ
キ
養
殖
研

究
会
マ
門
の
浜
研
究
会
マ
岩
手
県
水
産

だム
宮英育( 2) 

加
工
連
マ
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
マ
定
置

漁
業
協
会
マ
船
越
小
型
定
置
協
会
マ
久

慈
水
産
高
等
学
校
マ
宮
古
水
産
高
等
学

校
マ
大
槌
町
役
場
マ
大
船
渡
市
役
所
マ

釜
石
市
役
所
マ
種
市
町
役
場
職
員

一
同

マ
田
野
畑
村
役
場
農
林
水
産
課
マ
普
代

村
役
場
マ
宮
古
市
役
所
水
産
課

マ
山
田

町
役
場

一
同
マ
釜
石
水
産
物
商
業
協
同

組
合
青
年
部
マ
共
友
会
マ
久
慈
市
水
産

振
興
協
議
会
マ
久
慈
市
水
産
部
マ
田
老

町
観
光
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
マ
転
勤

奥
様
料
理
教
室

一
同
マ
農
林
中
央
金
庫

盛
岡
支
店
マ
広
田
半
島
大
漁
ま
つ
り
実

行
委
員
会
マ
陸
前
高
田
市
漁
協
協
議
会

マ
地
方
協

O
山
形
県
マ
地
方
協

O
福
島

県
マ
福
島
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

マ
漁
連
役
職
員
厚
生
会
マ
栽
培
漁
業
協

会

マ
福
島
県
水
産
グ

ル
ー
プ
マ
水
産
試

験
場
マ
福
島
県
水
産
事
務
所
マ
水
産
種

菌
研
究
所

O
茨
城
県
マ
地
方
協

O
新
潟

県
マ
清
田
邦
之
マ
田
名
部
和
宏
マ
中
村

ム
ツ
子
マ
本
間
組
マ
岩
船
さ
か
な
ま
つ

り
マ
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
佐
渡
・
上

越
・
新
潟
）
マ
佐
渡
さ
か
な
ま
つ
り
実

行
委
員
会
マ
山
北
さ
か
な
ま
つ
り
マ
姫

津
い
か
イ
カ
ま
つ
り

マ
漁
船
保
険
組
合

マ
共
水
連
県
事
務
所
マ
漁
業
共
済
組
合

マ
漁
業
振
興
協
会
マ
漁
業
信
用
基
金
協

会
マ
新
潟
県
水
産
課
・
漁
港
課
マ
地
方

協

O
福
井
県
マ
高
橋
正
顕
マ
地
方
協

O

静
岡
県
マ
静
岡
県
鰹
鮪
漁
業
協
同
組

合
・
全
国
鰹
鮪
近
代
化
促
進
協
議
会
マ

地
方
協

O
三
重
県
マ
太
田
聖
史
l
香
典

返
し
マ
河
辺
優
香
典
返
し
マ
倉
田
昭

香
典
返
し
マ
中
崎
雅
也

香
典
返
し

マ
尾
鷲
海
上
保
安
部
マ
三
雲
町

O
京
都

府
マ
坂
本
和
豊

香

典

返

し
マ
地
方
協

O
兵
庫
県
マ
地
方
協

O
和
歌
山
県

マ
横

白

公

志

香

典

返
し
マ
地
方
協

O
広
島

県
マ
大
竹
か
き
水
産
祭
実
行
委
員
会
マ

地
御
前
か
き
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ
l
ル

実
行
委
員
会
マ
地
方
協

O
徳
島
県
マ
徳

島
市
住
吉
漁
業
協
同
組
合

O
香
川
県

マ

矢
野
啓
行
｜
香
典
返
し

O
福
岡
県
マ
側

鈴
木
企
画
マ
蓑
島
漁
協
婦
人
部
マ
岩
屋

漁
協
婦
人
部
マ
地
方
協

O
長
崎
県
マ
井

元
達
男
マ
笹
山
嘉
右
ェ
門
マ
中
山
良
夫

マ
山
村
勇
香
典
返
し

O
大
分
県
マ
地

方
協

O
宮
崎
県

マ
地
方
協

O
鹿
児
島
県

マ
地
方
協

〔
四
月
〕

O
青
森
県
マ
県
水
産
振
興
課

マ
小
泊
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
マ
奈
良

岡
修

一
マ
地
方
協

O
静
開
県
マ
地
方
協

O
大
阪
府
マ
地
方
協

O
愛
媛
県
マ
地
方

協

O
福
岡
県
マ
黒
木
正
弘

O
長
崎
県
マ

長
崎
大
学
水
産
学
部
鴻
洋
祭
実
行
委
員

会
マ
中
山
良
夫
マ
橋
本
節
子
マ
地
方
協

。
鹿
児
島
県
マ
川
畑

一
好
マ
串
木
野
ま

ぐ
ろ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

〔
五
月
〕

O
静
岡
県
マ
地
方
協

O
京
都

府
マ
中
立

啓

介

香

典
返
し

O
岡
山
県
マ

入
江
敏
明
。
高
知
県

マ
武
田
年
春
さ
ん
顕

彰
碑
建
立
期
成
会
。

福
岡
県
マ
藍
島
漁
業

協
同
組
合
・
平
松
漁

業
協
同
組
合
・
大
里

漁
業
協
同
組
合
チ

ャ
リ
テ
ィ
！
収
益
金

O
長
崎
県
マ
亀
山
佳

孝
マ
勝
栄
水
産
マ
中

山
良
夫
マ
西
村
美
枝

子

香
典
返
し

O
大

分
県
マ
伯
洋
海
運
側

代
表
取
締
役
山
本
孝

太
郎

O
鹿
児
島
県
マ

鹿
児
島
ま
ぐ
ろ
同
友

会
マ
地
方
協

二
、
一
般
寄
付

〔
三
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ
（
八
戸

市）

O
宮
城
県
マ
塩

釜
市
魚
市
場
サ
ー
ビ

ス
僻

（
塩
釜
市）

O

数

十ドl主16年 6JI ,+;11現11:)

生
声.，.』

号ー奨別県府道者E

埼
玉
県
マ
小
野
沢
通
（
さ
い
た
ま
市
緑

区
）
マ
冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）

O
千
葉

県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都

マ
ニ
チ
レ
イ
ふ
れ
あ
い
基
金
理
事
長
高

橋
大
介
（
中
央
区
）
マ
漁
船
保
険
中
央

会
（
千
代
田
区
）
マ
三
水
会
（
同
）
マ

全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
（
港
区
）
マ

榎
本
み
つ
枝
（
東
大
和
市
）

O
愛
知
県

マ
三
谷
水
産
高
等
学
校
（
蒲
郡
市
）

O

京
都
府
マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
大
阪
府
マ
阪
井
光
平
（
大
阪
市
平
野

区）

O
兵
庫
県
マ
白
井
勝
也
1

香
典
返

し
（
神
戸
市
垂
水
区
）
マ
池
田
由
松
ー

香
典
返
し
（
伊
丹
市
）

O
鳥
取
県
マ
浜

野
茂
夫
（
境
港
市
）

O
島
根
県
マ
橋
本

多
美
子
（
隠
岐
郡
西
郷
町
）

O
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
四
月
〕

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通
（
さ

い
た
ま
市
緑
区
）
マ
冨
元
克
昌
（
越
谷

市）

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都
マ
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究

所
（
千
代
田
区
）
マ
海
の
幸
に
感
謝
す

る
会
会
長
米
津
邦
男
l
海
の
幸
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
試
食
販
売
売
上
金
（
港
区
）

マ
梶
浦
富
子
（
杉
並
区
）

O
京
都
府
マ

中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
大
阪

府
マ
阪
井
光
平
（
大
阪
市
平
野
区
）

O

鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫
（
境
港
市
）

O
岡

山
県
マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
山
口

県
マ
全
国
海
友
婦
人
会
下
関
支
部
｜
全

日
海
経
由
（
下
関
市
）

O
高
知
県
マ
山

本
光
博
（
高
知
市
）

O
福
岡
県
マ
新
井

信

一
l
香
典
返
し
（
福
岡
市
西
区
）

O

長崎県マ欄福江市魚市（福江市）

O鹿児島県マ冨元明λ鹿児島市）
〔五月〕O埼玉県マ小野沢通（さ

いたま市緑区）マ冨元克昌（越谷

市）O千葉県マ飯村久子（野田市）
マサワダ安全防災側代表取締役津

田円治1津田円治漁船海難遺児チ

ャリティ基金（市原市）O東京都

マ全国漁業協同組合連合会新入職

員一同（千代田区）O富山県マ布
目久幸（富山市）O京都府マ中上

清吾（与謝郡加悦町）O岡山県マ
吉田厚子（笠岡市）O広島県マ笹

野理絵子（因島市）O熊本県マ熊
本市漁業後継者クラブ（熊本市）

マ畠口漁業協同組合（同）O鹿児
島県マ冨元明（鹿児島市）

給う奨学＇ L n与契，、'f:'L 平成 16 if IS!' :;fl 1 Jnl 1-i< JII -I',-

都道府県名 介，ii 高校生等 品校生'11 介，11
幼児 小’？＇t 』 I• ’？ヨ 尚校’l'11 小；n,:':i技t'.'f止学生'.'f小，11 幼児 小学生 中学’，，＿

給与 fi与
大ρ－，＇：1'_＇.手

北海道 3 29 13 23 68 3 JO 13 81 

1』 4年 4 I 6 12 3 3 15 I 

ル化•； t I 5 5 4 15 5 5 20 

'ti h量 3 6 8 II 28 1 4 5 33 1 1 

秋 日l 1 1 1 1 2 

1_1J J杉 I 1 1 2 

悩 i占 2 2 4 8 8 

玖： 城 1 2 1 1 3 

千 i住 4 1 4 9 1 10 

東 τ，，， 、 3 1 2 6 1 1 2 8 3 1 I 5 

神 奈 川

新 i勾 1 I 

1X ill 

石 JII 1 4 6 6 I 1 

静 Jll,j 2 2 3 7 I 8 

愛 知 3 3 3 

育1¥ 引 I 1 I 

重 1 1 2 

耳1 都 1 1 2 2 

大 阪 2 1 1 4 1 1 5 

兵 庫 1 3 5 6 15 2 2 17 3 3 

和歌山 2 5 7 7 

，烏 取 1 2 3 1 7 1 8 1 I 

1:J 娘 5 4 5 14 15 

同 山 1 1 2 1 3 1 

広 烏 2 2 2 2 4 

Ll1 ！こl 1 5 5 6 17 1 2 3 20 

館、 i;c~ 1 4 1 6 1 7 

香 Ill 2 1 3 1 4 

宜-~- 媛 7 3 2 12 2 2 14 

高 知 5 1 7 13 1 1 14 

領 ｜珂 3 2 6 2 2 8 

領附県有明海

佐 賀県玄海

佐賀県有明海 1 l 2 2 

長 ‘母 2 4 7 12 25 1 3 4 29 2 2 

大 分 1 2 3 7 13 3 3 16 

f品 本 2 1 2 5 5 

宮 自奇 2 3 6 5 16 2 1 3 19 

鹿児，＼』 2 4 3 7 16 2 3 19 2 2 

純 1 4 4 4 13 1 1 14 

合 21 115 91 142 369 14 52 66 435 8 6 1 2 17 

※高校生等には、 :i'f議児を合む。

※型哲学金貸与奨学生には、入学－II寺金のみの奨学生を含む。

※平成16年度第 11旦ltI問者は内数である。

漁船海難 羽根募金の水色II 手をの愛児i lこ遺




